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ユーイング肉腫の1例

一柳 健次 高山 輝彦 木水 潔

要 旨

ユーイング肉腫は,骨髄由来の骨腫癌であり,全

骨腫癌中で,5.4%を占める｡年齢分布は,0歳台,

10歳台,20歳台に多くそれらの年代で91.3%であ

り,30歳台は4.1%と,稀である｡今回,37歳男

性のユーイング肉腫を経験したので各種画像を供覧

し報告する｡

症 例

37歳男性｡

主 訴 :左下肢痛｡

現病歴 :昭和61年1月左下肢痛を認め,業医を

受診し,Ⅹ線写真で骨腫癌を疑われ,当院に精査の

ため入院となった｡

検査成績 :検尿,血算異常なし,肝機能正常,r-

グロブリン12.00/.,cEAl.3,α-Feto3.0左腔骨生

検にてユーイング肉謄＼と診断された｡Ⅹ線写真で左

腰骨 metaphysisに,境界不鮮明な骨皮質破壊を認

め,極かに骨膜反応 を認めた (Fig.1)0 99mTc-

MDP30mCi静注による骨スキャン上,Ⅹ線写真で

認めた左腰骨の骨破壊像とその周囲,ならびに,右

眼簡上部の前頭骨にRI集積増加を認めた (Fig2)0

眼寓のX線写真では,骨スキャンの異常集積部に一

致 して,骨破壊 を認めた (Fig3)0 Gallium-67

3mCi静注48時間後像では,左腰骨と右眼窟上部

前頭骨に異常集積を認めた (Fig4)0 CT では,左

腰骨に骨皮質破壊像 (Fig5)と,骨髄にsofttissue

massを認めた (Fig6)｡

考 察

30歳以上では稀なユーイング肉腫の1症例であ

るが,骨スキャンでは原発巣および遠隔転移の検出

に有用であった｡ユーイング肉腫は,骨髄を介して

拡が り易 く,本例でも,CT上,左腰骨のupper

diaphysis～lowerdiaphysisの骨髄に softtissue

massを認めたが,この所見を骨スキャンでもGaト

lium スキャンでも,陽性描画する事はできなかっ

た｡特に骨スキャンでは転移病巣が陽性像として描

出されないこともあることに留意する必要がある｡
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